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ブラジル ２０２４-２５年度オレンジ出荷量の最新予測は２億２,３００万箱 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｏｒｔａｌ ２０２４年１２月１２日 

ブラジルの柑橘類栽培防衛財団（Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓ）は、サンパウロ州並びにミナスジェライス州の「三角地帯」

（西部）及び南東部の柑橘類地帯（柑橘類ベルト）における２０２４-２５年度のオレンジ収穫量（４０.８ｋｇ/箱）を

合計２億２,３１４万箱と予測する第２回改訂予測を発表した。 

この数字は、９月に発表された第１回改訂予測（２億１,５７８万箱）より３.４％多いが、５月の最初の予測値 

（２億３,２３８万箱）より４.０％少ない。 

Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓが集めたコメントの中で、農学技術者で同財団の事務局長であるジュリアーノ・アイレス氏は、

この出荷シーズンは「完全に異例」であり、過去９回の作柄推計調査（ＥＥＣ）のすべてと異なると強調した。同

氏は、４回目の開花が非常に多く、２億２,３１４万箱のうち２,０２３万箱、すなわち総生産量の９.１％を占めた

（当初の推定では７.１％）と述べた。 

報告されているとおり、この４回目の開花の果実の多くは２０２５年１月から４月のオフシーズンに収穫され、

最初の３回の開花による果実よりも重量が軽くなる（それぞれ１６１グラム及び１２６グラム）。 

３月１４日から４月２６日にかけて２,５６０本のオレンジの木の葉を除去して実施された最初の調査では、４回

目の開花で果樹１本当たり３２個の果実が着果すると推定された。しかし、９月２３日から１０月２５日の期間に

追加の５２０本の果樹で実施された２回目の調査では、果樹１本当たりの着果数は５４となることが示された。 

遅い降雨が収穫に与える影響 

４回目の開花の影響に加えて、１０月と１１月の大雨（過去の平均より８５ミリ多い）が、すべての品種で果実

の成長に貢献した。 

しかし、この雨は遅すぎた。この地域では、１１カ月連続で降雨量が平均を下回っていた。その結果、予想

される平均果実重量は５月の１６９グラムから９月には１５５グラムに減少し、最新の推定では１５６グラムにわず

かに増加した。 

すべて（１回目～４回目）の開花による果実を対象に品種別に分析すると、９月の予測と比較して重量の増加

を示した唯一の品種はペラオレンジ（Pera orange）であった。 

アイレス氏によると、オレンジの総出荷箱数の第２回改訂予測は、主に落果率が１８.５０％から１９％に増加

したことにより、５月の予測を下回った。これは主に、カンキツグリーニング病や機械化された作業、特に剪定

に起因するものとされている。 

この落果率の増加に影響を与えるもう一つの要因は、４回目の開花による生産量が予想以上に多かったこ

とである。これにより、収穫期間が例年に比べて長くなり、落果による損失が悪化する可能性があると予想さ

れる。 

レポート全文は こちら 
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